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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、障害のある子どもと支援者の対話に焦点を当て、特性に応じた適切な環境を、
学際的に解明しようとした。対話環境を考える枠組みに ICF（国際生活機能分類）を用い、
障害のある子どもの授業への参加を促す、ティーム・ティーチングにおける教師の態度な
どの分析を行った。その方法として、授業のビデオ録画情報をもとにマルチモダルな記述・
分析を行い、児童の授業参加を促進する教師の態度を概念化した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study aims to find out facilitative factors of interaction and participation of children 
with disabilities.  Staffs’ attitudes as environmental factors of the ICF model are 
interdisciplinarily investigated using multimodal descriptive and analytical methods and 
conceptualized. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2010 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2011 年度 900,000 270,000 1,170,000 

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 
研究分野：発達科学、小児科学、障害児医学 
科研費の分科・細目：子ども学（子ども環境学） 
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１．研究開始当初の背景 
 遺伝子研究の進展により、発達における遺
伝と環境の相互作用がクローズアップされ、
環境の遺伝子発現への関与（エピジェネシ
ス）が解明されてきている。これは、子ども
の発達を支援していく上で、子どもを取り巻
く環境を再考する機運が高まっていること
とも関連している。 

 ことばの発達と関連する環境要因として、
テレビ・ビデオ視聴の影響も取り上げられて
いるが、この背景要因として映像メディアか
らの一方的な働きかけによる弊害を指摘さ
れており、対話を保障する環境の重要性を改
めて認識するに至ったといえる。 
 一方、オノマトペ（擬音語・擬態語）を介
在させる対話環境が、乳幼児との対話の促進
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につながり、ことばの発達を促すという知見
が集積されてきている。オノマトペはことば
と意味のつながりが深く音象徴性があり、ま
た２モーラの繰り返しが多くリズミカルな
韻律を持つ。オノマトペの要素を含んだ育児
語がよく用いられるが、オノマトペは乳幼児
と共有がしやすく、乳幼児との対話に促進的
に作用する。また、乳児の言語リズムの獲得
や幼児の動作の習得にもオノマトペが関与
するという研究が集積されてきている。本研
究の代表者と分担者は、知的障害などの障害
のある子どもとの対話促進や発達支援にも
オノマトペが貢献できるのではないかと考
え、これまで研究の中で障害のある子どもと
の対話場面でのオノマトペについて分析を
続けてきた。特別支援学校の授業において、
教師発話に含まれるオノマトペを分析する
と、授業の展開場面での注意喚起、児童の動
作を応援促進、児童に対して理解しやすい説
明解説など、オノマトペの教育上の効果が明
らかになった。 
 しかしながら、障害のある子どもとの対話
促進やそれらの子どもの発達支援を考える
場合、オノマトペの使用だけでは当然ながら
不十分である。オノマトペが、障害のある子
どもの対話促進や発達支援に有効であると
いう仮説の検証を今後も進めていきたいが、
それだけでは、対話促進、発達支援にはつな
がらない。対話促進、発達支援という観点か
ら、支援者の対話における態度などの対話環
境をみていくことが必要になる。 
 この研究では、オノマトペのような発話表
現が重要であるとしながらも、対話相手であ
る支援者の態度など、対話促進や発達支援に
肯定的に関与する対話環境を明らかにする。
比喩的に言えば、オノマトペを「対話や発達
を促進する遺伝子」とすれば、この研究では、
その他の「促進の方向で関与する遺伝子」と
なる要因や、支援者の対話における態度など
の、「対話や発達を促進する遺伝子の発現に
関与する適切な環境」を明らかにしようとす
るものである。 
障害のある子どもの発達支援につながる

研究として、障害のある子どもと支援者の対
話に焦点を当て、特性に応じた適切な環境を、
学際的な観点から明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、障害のある子どもにとって、適
切な対話環境とはどのようなものであるの
かについて、学際的な観点からの分析を通し
て明らかにする。そしてさらに、それを基に
して全人的な発達支援の手掛かりを得る。こ
れらを目的として研究を進めた。 
なお、対話促進・発達支援の視点から環境

を考える枠組みは、ＩＣＦ（国際生活機能分
類 International Classification of 

Functioning, Disability and Health）を用
いた（図）。 
活動と参加の「コミュニケーション」、「対

人関係」（特に、複雑な対人関係、特別な対
人関係）、「主な生活領域」（特に学校教育の
サブカテゴリである、学校教育の履修）、環
境要因の「支援と関係」（特に、知人・仲間・
同僚・隣人・コミュニティの成員、権限を持
つ立場にある人々）、「態度」（特に、知人・
仲間・同僚・隣人・コミュニティの成員の態
度、権限を持つ立場にある人々の態度）を中
心に据えた。 

 

 
 

 
図．対話環境を考える枠組み 
 
 

３．研究の方法 
（１）研究対象：知的障害および発達障害の
ある子どもと、その子ども達の支援者 
（２）手続き：普段の生活場面における障害
のある子どもと支援者との対話エピソード
を蓄積するために、フィールドでの観察およ
び可能な範囲でのビデオ録画による資料の
収集と、収集した資料の中からの分析対象の
選出とを行った。 
 フィールドは、特別支援学校と大学におけ
る療育セッションで、新たに観察をする前に
は、研究の趣旨を口頭および紙面で説明し、
ビデオ撮影が許可された時のみビデオ録画
を行った。なお、支援者（主に教師になる）
には、いつもと同じように子ども達に対応す
るよう依頼した。 
 それらの資料から障害児との対話促進・発
達支援に関連する一定の定義に当てはまる
意味あるまとまりをエピソードとして取り
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出し分析した。 
（３）記述・分析方法：研究を通して記述・
分析方法の確立を試行錯誤した。ビデオ収録
した資料の音声情報をもとに書き起こし、ト
ランスクリプションを作成した。そのトラン
スクリプションから定義付けしたエピソー
ドを取り上げた。さらにエピソードの中で、
詳細な分析・記述が必要なものについて、ア
ノテーションソフト（ELAN）、描画ツール、
音声分析ツール等を用いて、会話分析、ジェ
スチャー分析手法等を駆使し、記述・分析を
行った。その記述・分析をもとに教師の態度
等の概念化を行った。 
 
４．研究成果 
（１）記述・分析方法 
 詳細の分析が必要なエピソードについて、
まず、トランスクリプションをもとに、会話
分析の手法を援用して音声、ジェスチャー、
視線などの情報を可能な範囲で盛り込んだ。
特に音声言語での表出のない場面でも、その
表出に対して発話されている、あるいは発話
に応じるように表出されているなどの、対話
として重要なジェスチャーや身体の動きな
どは、発話はなくとも記述をした。この記述
を読み返し、分析をしていくなかで、キーポ
イントと見なされる部分を以下の様にマル
チモダルな記述を行った。 
 アノテーションソフト（ELAN）上にビデオ
ファイルを開き、複数の参与者の発話の書き
込み、その音声分析、ジェスチャー等非言語
的表現の書き込み、その他の付加的情報の書
き込みを行った。 
 
（２）記述・分析結果 
 重複障害学級の授業における対話環境を
考察するための記述・分析を行う出発点とし
て、児童の「授業への参加」の促進因子とし
て作用している「教師の態度」に注目した。 
今までのところでは、関連する定義として、

支援者である教師達が「ティーム・ティーチ
ングという関係で授業を行う際の教師間の
対話」、対人関係での「反応の得られにくい
児童との対話」、コミュニケーション上、「問
題行動とみなしうる行動を用いて反応する
児童との対話」の３つについて児童の「授業
への参加」の促進因子となっているエピソー
ドの分析を進めている。 
・「ティーム・ティーチングという関係で授
業を行う際の教師間の対話」 
 主担当教師が会話を先導して教室内の対
話を活発化する様子、オノマトペやジェスチ
ャー、視線などマルチモダルな表現や補助教
員の補完的説明などにより児童の理解を助
ける工夫、児童の代弁、即座に「チームとし
て」肯定的な応答・評価を行う様子が明らか
となった。 

・「反応の得られにくい児童との対話」 
 肢体不自由と知的障害の重複がありかつ
その障害が重度であるために、意思疎通が難
しい児童と教師達との対話を分析した。教師
は児童の姿勢や四肢の緊張の変化などを素
早く察知し、心情を推測しながら共感し、模
倣、発話、プロソディの変化、ジェスチャー
など多様な手がかりのあるマルチモダルな
表現をしていた。教師がマルチモダルな表現
を用いて「想像的な一人語り」（Stern，1977）
を行うことにより、児童に「交替の『かた』」
（やまだ，2010）を示す場面では、教師と児
童との共鳴運動を捉える事もできた。また、
教師が児童の模倣的な姿勢・動作をとること
が、共感を意味するだけではなく、授業の文
脈に児童を巻き込むことに貢献しているの
ではないか、笑いやオノマトペには、緊張状
態の緩和を行う役割があり、活動や参加のバ
リアを取り除くのに想像以上に重要なので
はないか、という仮説が生成された。 
・「問題行動とみなしうる行動を用いて反応
する児童との対話」 
 特別支援学校での専門性の高い教師や音
楽療法士が執り行う授業の中での、教師達の
支援方略のエピソードにキーワードをつけ
て概念化していった。 
 分析で明らかになった方略の一つに、「物
を放る」、「体を前後に揺らす」というような
授業から逸脱した行動と解されるものに対
して、「次の児童に物をプレゼントする」、「草
競馬の馬のまねをする」とやや過剰な肯定的
解釈をある教師が提案して、その解釈を周囲
の教師達が受け入れて対応し、その児童の行
動を禁止する・叱責することなく、ユーモア
も交えて授業の文脈に沿った楽しい活動を
作り、児童を積極的な参加者として位置付け
る、というものがあった。そして、これらの
専門性の高い教師達の支援方略は、児童の自
尊感情を育て、主体的な活動形成、将来的に
は適切な参加行動を形成するのに貢献する
のではないかということが見えてきた。 
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